










キルは Time2 より Time3 とTime4 の方が有意に得点が減少していた。理解・






























































　しかし,  渡邉・平石（2010）の研究は３時点の縦断調査であり，Time1 を中
学１年生から中学３年生とその母親，Time2 を中学２年生から高校１年生と
その母親，Time3 を中学３年生から高校２年生とその母親を対象としており，





いる。また Steinberg & Silk（2002）は青年期前期から中期における親子関係
は変化することを述べている。これらより，中学生から高校生とその母親を対











































施し，終了後に担任教諭に提出するという方法を用いた。Time2 は Time1 に
実施した調査回答者に対して，今後の調査協力の同意を得た人に対して，保護
者用と子ども用の質問紙を入れた郵送法による調査を実施した。Time3 と
















































１．母親の養育スキルに関する Time1 から Time4 までの得点差
　母親の養育スキル下位尺度である道徳性スキル，自尊心スキル，理解・関心
スキルの Time1 から Time4 までの変化を検討するために，一要因分散分析
（反復測定）を行った（Table1）。有意差がみられたのは，道徳性スキル得点
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（F（3,345）=5.12,  p<.01，η2 =.05），理解・関心スキル得点（F（3,351）=8.91,  p<.001，
η2 =.07）であった。Bonferroni 法による多重比較の結果，道徳性スキルについ
ては，Time3 と Time4 より Time2 の方が有意に高い得点を示した。理解・関
心スキルについては，Time3 と Time4 より Time1 とTime2 の方が有意に高い
得点を示した。自尊心スキルについては，有意差が認められなかった。
２．母親の養育スキルの変化パターンの類型化
　Time1 から Time4 の母親の養育スキル下位尺度を類型化するために，





　道徳性スキルについて，第１クラスタは Time1 から Time4 までの道徳性ス
キル得点が平均得点より高いため「①道徳性スキル高群」，第２クラスタは
Time1 から Time4 までの道徳性スキル得点が平均得点程度のため「②道徳性




　自尊心スキルについて，第１クラスタは Time1 から Time4 までの自尊心ス
キル得点が平均得点より若干低いため「①自尊心スキル低群」，第２クラスタ
は Time1 から Time4 までの自尊心スキル得点が平均得点より若干高いため
「②自尊心スキル中群」，第３クラスタは Time1 から Time4 までの自尊心スキ
　   （61）
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Time1 から Time4 までの自尊心スキル得点が平均得点より高いため「④自尊
心スキル高群」と命名した。
　理解・関心スキルについて，第１クラスタは Time1 から Time4 までの理
解・関心スキル得点が平均得点より高いため「①理解・関心スキル高群」，第
２クラスタは Time1 から Time4 までの理解・関心スキル得点が平均得点程度
のため「②理解・関心スキル中群」，第３クラスタは Time1 から Time4 までの
理解・関心スキル得点が平均得点より低いため「③理解・関心スキル低群」，
第４クラスタは Time1 の理解・関心スキル得点が平均得点より高いが，








χ2 =38.97,  df =3, p<.001，自尊心スキル；χ2 =19.90,  df=3, p<.001，理解・関心
スキル；χ2 =27.97,  df =3, p<.001）。
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は有意な群間差がみられた（F（3,111）=4.53, p<.01, η2 =.12）。また，多重比









➨䠍䜽䝷䝇䝍 ➨䠎䜽䝷䝇䝍 ➨䠏䜽䝷䝇䝍 ➨䠐䜽䝷䝇䝍








➨䠍䜽䝷䝇䝍 ➨䠎䜽䝷䝇䝍 ➨䠏䜽䝷䝇䝍 ➨䠐䜽䝷䝇䝍








１．Time1 から Time4 における母親の養育スキルの変化
　母親の養育スキル下位尺度である道徳性スキル，自尊心スキル，理解・関心
スキルの変化を検討するために，一要因分散分析を実施した。道徳性スキルに
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示しているといえよう。理解・関心スキルについては，Time1 と Time2 より









スキルの Time1 から Time4 までの変化パターンを類型化するために，クラス
タ分析を行った。道徳性スキルについては，４つのクラスタ群とも Time1 か
らTime4間にあまり変化はみられなかった。渡邉・平石（2010）の縦断研究に











































その結果，道徳性スキルは Time2 より Time4 の方が，理解・関心スキル
は Time1 と Time2 より Time3 と Time4 の方が有意に得点が減少していた。母
親は子どもの成長・発達に伴って，相互調整的に心理的距離をおいて，関わっ
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A Longitudinal Investigation on the Change in Adolescent Maternal Parenting Skills :
The Relationship with Adolescent Psychological Adjustment
WATANABE  Kenji  and  HIRAISHI  Kenji
Abstract
　  The purpose of this study was to examine the relationship between the 
change of maternal parenting skills and psychological adjustment 
longitudinally.  Participants were 123 junior high school students （58 boys, 65 
girls）.  There were less morality skills of Time3 and Time4 than Time2, and 
less understanding-respect skills of Time3 and Time4 than Time1 and Time2. 
According to cluster analysis, most cluster groups were stable, and about 
70% mothers stably used morality skills, self-esteem skills and understanding-
respect skills in spite of the development of children.  The high group of self-
esteem skills indicated lower points than the low group of self-esteem skills 
and the lowest group for adolescent maladjustment feelings.
Keywords：maternal parenting skills, adolescent psychological adjustment, 
longitudinal investigation, change
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